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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
















肝発がん性を検出する数理モデルは Support Vector Machineによる数理モデルによって構築され、
約 90%以上の正答率で非遺伝毒性ラット肝発がん物質の肝発がん性を検出することが示された。 
以上の結果から、本研究で同定された 106遺伝子セットと構築された数理モデルにより、被験物質
の肝発がん性の有無を検出するとともに、肝発がんメカニズム（細胞障害型，酵素誘導型，PPARα
アゴニスト型）を予測できる可能性が示唆された。本研究内容は、従来の in vivo発がん試験系と比
較して，より短期、少ない動物数で肝発がん性を検出できる新規 in vivo試験系の確立を示したもの
であり、よって本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
